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仮設校舎完成 
　昨年度から続いていた仮設校舎建設工事がこのほど終わり、５月３１日（金）に建設業者から仙台市への校舎の引き渡しが行われまし
た。事前の内覧会では、図面を見ながら、工事担当者から説明を受け、各教室を見学しました。校舎は２階建てで２棟あり、全室冷暖房

完備、明るく落ち着いた色彩で、快適に学校生活を送れるつくりになっています。今後は、夏休み期間を利用して、７月下旬から特別棟

東側理科教室の引っ越し作業がスタートし、夏季休業明けから仮設校舎での授業が始まります。長期にわたる大規模改修工事となりま

すが、学習活動への影響を最小限にとどめながら、進めてまいります。写真は内覧会の様子。 

続報　部活動の活躍 

ダンス部                            
全国高等学校ダンスドリル選手権大会2024東北大会 
HIPHOP女子Medium編成3年生チーム「delight」全国大会出場 

文芸部　　                          
第19回全国高等学校短歌大会短歌甲子園2024全国大会出場内定 
第9回高校生万葉短歌バトルin高岡　本選出場内定 
第48回全国高等学校総合文化祭ぎふ総文文芸部門 
詩部門宮城県代表3年佐藤文菜さん

全国大会の舞台へ　　　 ダンス部部長　 ３年　 瓜生朱紗佳さん 
　私がダンス部に入ろうと思ったきっかけは、youtubeで
公開されている「ダンスONEプロジェクト」に参加されてい

た先輩方を見たことです。仙台高校内のあらゆる場所で

楽しそうに踊っている姿を見て、私もこの部活に入りたい

と思いました。いざ入部してみると、楽しいことだけではな

く辛いことも沢山あり、キラキラしたパフォーマンスの裏に

は、絶え間ない努力があるんだと思い知らされました。

実際、作品を制作している中でチームメイトと意見が合

わず辛い思いをしたり、上手くいくことばかりではありませ

ん。ですが、同学年のチームメイトと協力し、高めあって

一つの作品を作り上げることは、私にとってとても大きな

やりがいとなっています。そして、6月4日（火）に行われ

た全国ダンスドリル選手権大会の東北

大会では、これまで取り組んできたこと

存分に発揮したダンスパフォーマンスを

披露することができ、目標としていた全

国大会出場を果たすことができました。

東京体育館という大きな舞台に立てる

こと、支えて応援してくださった全ての

方々への感謝の気持ちを忘れずに、全

力で最高のダンスを披露してきます！

これからもダンス部への応援をどうぞよ

ろしくお願いします！！

 SDGｓフォーラム実施 
　 ６月６日（木）１、３年生を対象としたSDGｓ

フォーラムが開催されました。これは総合的

な探究の時間において、本校の核となるPhoe

nixプランの一行事で、県内の地元企業数社

をお招きし、各企業が展開しているSDGｓの取

り組みを紹介していただき、SDGｓに関する知

見を広げ、今後の探究活動の一助とする目

的で毎年行われているものです。今年度、１

年生のPhoenixゼミでは、これまでの「政治・

経済」・「経済・産業」・「教育・保育」等の８つ

のゼミに加え、新たに「ビジネスプランゼミ」を

立ち上げ、当日は東北大学特任教授の早坂

昌彦氏よる講話も実施されました。ＳＤＧｓの

理念や目標について改めて理解を深めるとと

もに、自分事として生活様式に取り入れようと

する生徒の感想もありました。 



 
 
 
 

ご縁に感謝         　　　前父母教師会長　 和泉恭子さん 
　 ４月のPTA総会にて６年間のPTA役員を退任しました。在任中はたくさんの

方にお世話になり、ありがとうございました。 
　 ２人の娘の短い子育て期間、毎日の学校生活を知りたいという好奇心でPT

A活動へ携わってきました。長女が中三の時、様々な高校のオープンキャン

パスへ行きました。「仙台高校の生徒はとっても楽しそう！この高校へ通いた

い」という娘の意思で仙台高校を選び、私のPTA活動が始まりました。総務委

員会と３学年委員長を経験し、研修旅行やバザーの運営など学年を超えた

役員の皆様や先生方と、楽しく有意義な時間を過ごしました。新型コロナウイ

ルス感染症による休校中には、本部役員でオンライン会議を行い、今後の活

動について相談しました。その後、次女

も仙台高校へ入学し、３年間会長を務

めさせて頂きました。創立８０周年記念

事業実行委員会では、同窓会の皆様

と交流し、引き継がれた仙高愛を強く

感じました。 
　 PTA活動を通して、たくさんの出会い

と学びがあり、また生徒の頑張る姿や

笑顔に触れることができました。今後は

学校運営協議会委員として学校のお

役に立てればと存じます。６年間ありが

とうございました。皆様のご多幸と仙台

高校の益々のご発展を心よりお祈り申

し上げます。 

硬式野球部「俺たちの甲子園」 
　 ６月１９日（水）、名取市民球場において、硬式野球

部による３年生壮行試合が行われました。同じ甲子園

出場を目指す仙台工業高校との白熱した試合展開が

ありました。以下、両校連名による案内文書の一部を

掲載します。▼高校野球の聖地「甲子園」は単なるグ

ランドではなく、現役選手も含め、これまで高校野球に

携わったOBやOGたちの魂が集まる場所と考えます。だ

からこそ長い高校野球の歴史の中で「聖地」と成り得た

のだと思います。球児たち

に一番大切にして欲しいこ

とは、同じ志を持った仲間

と共に真剣に白球を追った

時間です。仲間と自分の

魂（＝真心）をぶつけ合っ

た時間こそが「俺たちの甲

子園」であることを、改めて

感じて欲しいと思っていま

す。▼写真下は応援に駆

けつけた野球部OB。今夏

の活躍が期待されます。

開校記念日 
　 ６月２１日（金）、朝のホームルームの時間を利用し

て開校記念行事（創立記念日は６月２２日）が行われ

ました。本校は２０２４年をもって、創立８４周年を迎え

ます。１９４０年、前身の仙台市立中学校において第１

回入学式を挙行し、仲ノ

町校舎、柏木校舎、国見

校舎と場所を移転しなが

ら歴史を積み重ね、２５，

４１９名の卒業生を輩出し

ました。岩井校長からは

「生徒のみんなと我々教

員が共に力を合わせて、

選ばれ続ける、魅力ある

学校を作り上げていこう」

というお話がありました。

 仙台市立鶴谷特別支援学校「ひかり野作品展」 
　 ６月２１日（金）～２８日（金）まで本校職員玄関前には鶴谷特別支援学校

の児童生徒さんが製作した版画によるカレンダーやメモスタンド、フェルト小

物、コースター等が展示されています。色彩豊かで、工夫を凝らした、実用性

に優れた作品が多数展示されており、本校生徒、職員は立ち止まってその作

品に見入っていました。感想を書き込むノートが設置されており、展示後、すぐ

に感想を書き込む生

徒の姿がありました。

今後も継続的にこの

ような交流の機会を

大切にしていきたい

と思います。 

 ３学年ＰＴＡ研修旅行 
　 ６月１４日（金）、３学年PTA

研修旅行が実施されました。方

面は南三陸町で、おくとぱす制

作体験やさんさん商店街、震

災遺構の見学を行いました。バ

スの移動中は大変賑やかで、P

TA同士の交流はもちろん、教

職員との会話もはずみ、和やか

な雰囲気の中での研修となりま

した。写真下は南三陸３１１メモ

リアル前での記念撮影。他にも

旧防災対策庁舎の見学もあり、

改めて津波の脅威や命の尊さ

を学ぶことができ、大変有意義

なものとなりました。 

朝読書「ことのは」 
　 本校では毎週水曜日の８：２５～８：３５までの１０分間、

朝読書を展開しています。学年の先生方が作成した「こと

のは」プリントを熟読し、感じたことや考えたこと、感想等を

記入する形式をとっています。身近な人が勧める文章なの

で生徒は興味を持っ

て朝読書に勤しんでい

ます。６月２６日（水）

は教育実習生の勧め

る『イチローズインタビ

ュー激闘の軌跡』が紹

介されていました。
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